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理科教育に お ける創造性開発 とその 評価 に 関す る研究

　　　　　O 渡辺 享
A 、尾崎浩已

B 、中村陽介 c

OWATANABE 　susにmu へ OZAKI　koujiB、　 NAKAMURA 　yousukeC

岐阜大学付属 中学校
A
、岐阜大学

B
、岐阜大学教育学研 究科

C

創造 的思 考 、 拡散的思考 、 理科の 学力

1 、は じめ に

　 こ こ 数年 来 、 個 に 応 じた学習 、 直接経験

を取 り入 れ た 学習 な どが 重視 され る よ うに

な っ たが 、知 識偏 重型 の 学習形 態の 影響は

い ま なお続い て い る 。

　理科の 学習目標の
一

つ と して 「自然に対

する科学的な もの の 見 方考 え方 を養 う」 と

い う もの が ある が 、 こ れは まさに 、創造的

な思考 力 を必要 と して い る も の で あ る と考

える 。 理科学習の
一
番大切な 、 観察 、 実験

な どの 直接経験学習 で は 、 様 々 な状況に 応

じて 、 思考 をめ ぐら し 、 仮 説をた て たい く
こ とで 、 学 習が 成 立す るか らで ある 。 考え

る こ とに慣れて い ない 子供たちは 、 思考す

る こ とに 、 苦手意識 を持 っ て しまい 、 その

ため に 、考 える 教 科 と して の 理 科 か ら離 れ

て い くの で はない だ ろ うか 。

的思考力 は含まれ て い な い ため 、 創造的思

考の 要素を独 自に追加 し、 全部で 7 項 目に

つ い て そ れぞ れ 問題 を作成 した 。 今 回 の 研

究 で は創 造的 思考の
一

つ の 型 と して 拡散 的

思考 に注 目 し 、

一
問多答式の 問題 を用意 し

た 。

4 、 因子分析の 結果か ら

　理科問題の 因子分析の 結果に お い て 、 知

識 ・理解 因子 、 創造性因子 、 総合 ・評価 因

子 、 応用 因子 、 分析 因子の 5 つ の 因子 を抽

出する こ とが で た 。
こ の 結果 か ら創 造的思

考 （拡 散 的思考）と い う もの が 、 理科 の 他

の 認知的 な学力 か ら独 立 した 学力 と して と

らえる こ とが で きる と考え られ る 。

　 この こ とか ら 、 創 造 的思考の 教 育 を 、 独

立 して 行 うた め の 研究 へ 方向付 け られ た と

い える 。

2 、研究の 目的

　今 回の 研 究で は 、

（1） 理科の 学 力の 中か ら、 知識 、 理解等の

　 因子 と は別 に 創 造 的思考の 因子 が抽出 で

　 きる か ど うか を確 かめ る 。

（2） 同 じ時期 に行わ れる実力 テ ス ト （主 に

　 知識 、 理解 を問 う問題）の 得点 との 相関

　 を調 べ る 。 そ れ に よ り、各 因子 の 特 性 を

　 他の 尺度 と の 比較か ら明 らか にする 。

とい う
’
こ とを 目的 と して研究を進めた。

3 、 内容

　F 中学校の 1年生 4 ク ラス 、計 160 名

を被 験者 と して 、 1996 年 2 月に実施 し

た 。

　問題の 作成 に あた っ て は、 で きる だけ広
い 範囲で 理科の 学力を とらえる こ とに留意

し、 ブル
ー

ム の 教育 目標 の 分類法を参考 に

問題 を作成 した。 ブル
ー

ム は 、 教育の 目標
を 、 知識 、 理解 、 応用 、 分析 、 総合 、 評価
の 6段階に 分類 して い るが 、 こ こ には創造

5 、他の テス トとの比 較 か ら

　そ れ ぞれの 因子 の 因子得点 を算出 し、同

じ時期 に行 われた実力テ ス ト （主 に知識理

解の 記憶 に関す る問題）の 点数 との 相関 を

求め た結果 、 知識 ・理解因子が 、 テ ス トの

得点 と高 い相 関を示 して い るの に対 し 、 創

造性因子 とテ ス トの 得点 とで は低 い 相 関 を

示 して い た。

　こ れ らの こ とは 、 創造的思考の 因子が
、

知識理解 と は異 な る独 立 した学力 因子 と し

て とらえられ る こ と を証明 して い る と考え
られ る 。

6 、 こ れ か らの 課題

　こ の 先 、 創造性を はか る よ うなテ ス トの

得点 と 、 今回得 られ た創造性因子得点 との

結果の 相関 を求め て 、 創造性因子 の 独 立性

と 、 信憑性 を違 っ た 方向か ら確 かめ る必 要
が ある と思 われ る。 また今 回、 創造性に つ

い て は拡散的思考 を重視 したが 、 類推思考
な ど他の 面か らの ア プロ ーチ もして ゆ く必

要が ある と考えて い る 。

一 312一
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　


